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１【提出理由】 
 平成23年３月24日開催の当社第53回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法 

第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２に基づき提出するものです。 

 

２【報告内容】 
(1）当該株主総会開催の年月日 

平成23年３月24日 

 

(2）当該決議事項の内容 

第１号議案 剰余金の処分の件 

① 期末配当に関する事項 

・配当財産の種類 

金銭 

・配当財産の割当てに関する事項およびその総額 

当社普通株式１株につき      金20円 

配当総額        1,999,471,560円 

・剰余金の配当が効力を生じる日 

平成23年３月25日 

② その他の剰余金に関する事項 

・増加する剰余金の項目とその額 

地域社会貢献積立金    200,000,000円 

別途積立金       5,000,000,000円 

・減少する剰余金の項目とその額 

繰越利益剰余金     5,200,000,000円 

第２号議案 取締役10名選任の件 

取締役として末吉紀雄、吉松民雄、森田聖、柴田暢雄、太田茂樹、宮木博吉、若狹二郎、 

桜井正光、ヴィカス ティクおよび俵田憲雄の10氏を選任する。 

なお、ヴィカス ティクおよび俵田憲雄の両氏は、社外取締役候補者である。 

 

(3）議決権の状況 

議決権を有する株主数    28,073名 

総議決権数         996,719個 
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(4）当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための

要件ならびに当該決議の結果 

株主総会 
決議事項 

賛成 
（個） 

反対 
（個） 

棄権 
（個） 

出席議決権数 
（個） 

賛成率 
（％） 決議結果 

第１号議案 810,341 1,077 0 853,042 94.99 可決 

第２号議案       

末吉 紀雄 764,030 47,470 0 853,124 89.56 可決 

吉松 民雄 768,960 42,540 0 853,124 90.13 可決 

森田 聖 768,181 43,319 0 853,124 90.04 可決 

柴田 暢雄 768,168 43,332 0 853,124 90.04 可決 

太田 茂樹 767,942 43,558 0 853,124 90.02 可決 

宮木 博吉 771,808 39,692 0 853,124 90.47 可決 

若狹 二郎 771,795 39,705 0 853,124 90.47 可決 

桜井 正光 767,841 43,659 0 853,124 90.00 可決 

ヴィカス ティク 689,138 122,361 0 853,123 80.78 可決 

俵田 憲雄 689,125 122,374 0 853,123 80.78 可決 

 （注）１．各議案の可決要件は次のとおりです。 

・第１号議案は、出席した株主の議決権の過半数の賛成です。 

・第２号議案は、議決権を行使することができる株主の有する議決権の３分の１以上の出席と、出席した

株主の議決権の過半数の賛成です。 

２．出席議決権数とは、議決権行使書（インターネット等による行使を含む。）による事前行使の議決権の

数および当日出席した株主の議決権の数（株主総会終了時点までに出席したすべての議決権の数）の 

合計です。従いまして、後記(5)のとおり一部未集計の票があるため、上記の賛成、反対および棄権の 

各個数の合計と出席議決権数は、一致しません。 

 

(5）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

 本株主総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを 

合計したことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本株主総会当日出席の株主のうち、 

賛成、反対および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。 

 

以 上 

 


